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C O N T R O L L E D - R E L E A S E  S T E N T

Step 1

内視鏡のアクセサリチャンネルに挿入したガイドワイ
ヤに沿ってデリバリーシステムを進め、アウターカ
テーテルのジップポートからガイドワイヤを出し 
ます。

Step 2

ガイドワイヤロッキングデバイスのロックを解除し、
デリバリーシステムのジップポートがアクセサリチャ
ンネル内に挿入されるまで少しずつ進め、ガイドワ
イヤを固定します。引き続きデリバリーシステムを少
しずつ進めます。

Step 4

エックス線透視下にて起上装置を下げたまま、ステ
ント部が狭窄部を越えるまでデリバリーシステムを少
しずつ進めます。エックス線透視下でステント両端
部にあるインナーマーカ（Step 6b、図中の 2 と 4）
を視認し、両インナーマーカが狭窄部両端を 1 cm
以上覆うように配置します。

Step 3

起上装置を下げたまま、内視鏡下で視認できるよう
になるまでデリバリーシステムを進めます。経乳頭
的にステントを留置する際は、近位端のデリバリー
システム上の黄色マーカを目印にして、ステントの
正確な留置位置を確認します。
注意：乳頭にかかるステント留置は、展開後に乳
頭から十二指腸内へ出るステント長が約 0.5 cm と
なるように留置してください。

Features

復帰限界点マーク
ステント展開インジケータ

（赤色マーカ）

展開トリガ

セーフティワイヤ
（ステントロックワイヤ）

方向ボタン

Step 3 の画像は EVK（ドイツ、デュッセルドルフ）の Horst Neuhaus 教授より提供
Step 4 および Step 9 の画像は Erasmus Medical Centre（オランダ、ロッテルダム）の Marco Bruno 教授より提供
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Step 6a

展開中にステントの位置変更が必要な場合は、ステ
ントを再収納することが可能です。
注意：復帰限界点を超えた後はステントを再収納
することができません。（デリバリーシステム上部の
ステント展開インジケータ（赤色マーカ）が、ハン
ドル上の復帰限界点を超えた場合）。

Step 5

ステント部が適切な位置にあるか確認します。ハン
ドルから赤色のセーフティーガードを外してトリガを
引き、ステントを展開します。トリガを引き続けて、
ステントの展開を続けます。

Step 8

ステントが復帰限界点を越えたら、（赤色の）ポー
トを回し、セーフティワイヤをハンドルから完全に引
き抜きます。トリガを引いて、ステントの展開を続け
ます。

Step 7

(A) ステントを再収納する際は起上装置を下げて、
デリバリーシステムの側面にある方向ボタンを反対
側に押します。
注意：再収納する際は、親指で方向ボタンを押さえ
たまま最初のトリガを引きます。その後、必要な長
さに達するまでトリガを引きます。
(B) 展開を再開する際は、方向ボタンを逆側に押し、
逆側に押さえたまま最初のトリガを引きます。

(A)

(B)

Step 6b

復帰限界点はエックス線透視下でもモニタリングで
きます。アウターカテーテルのバンド（図中の 1）
が復帰限界点インナーマーカ（図中の 3）と重なる

（図中の 5）まではステントの再収納が可能です。
注意：アウターカテーテルのバンドが復帰限界点イ
ンナーマーカを越えたら、ステントを再収納するこ
とはできません。
注意：ステントは最大 3 回まで再収納することがで
きます。
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Step 9

展開後、エックス線透視下でステントが完全に展開
されたことを確認します。ガイドワイヤが配置されて
いる状態で、方向ボタンを再度反対側に押します。
トリガを引き、デリバリーシステムを完全に再収納し
ます。起上装置を完全に下げて、ガイドワイヤとデ
リバリーシステムを内視鏡から抜去します。

本品の詳しい使用方法は最新の添付文書を
参照してください。
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